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抗 リポ多糖体抗体と水晶体

―免疫組織学的検討~(図 4)

砂) り|1  光  =子 (三菱京都病院眼科)

要  約
リポ多糖体と水晶体の関係について,水晶体組織 と,I抗 リポ多糖体抗体 との交叉反応性について,蛍光抗体
法を用いて検討を加えた。正常家兎の血清を用いた切片では,びまん性の蛍光が認められるのみで,水晶体の
構造には,一致 しなかったが,抗 リポ多糖体血清と,抗水晶体蛋白血清を用いた切片とでは,同様に,規則的
な六角形の構造に一致 した蛍光が認められた。 (日 眼会誌 93:595-598,1989)
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Abstract
The relationship between lipopolysaccharide and lens protein was studied using the indirect

immunofluorescence test. The anti-lens proteins serum and anti-lipopolysaccharide serum reacted
strongly with sections of rabbit lens, although normal rabbit serum did not react. (Acta Soc Ophthal-
mol Jpn 93 : 595-598, 1989)
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I緒  言
リポ多糖体とは, グラム陰性菌の内毒素で,Bリ ン
パ球増殖の刺激を含め,生体にも様々な反応をおこ

す1).以前より眼組織にも,炎症反応を起こす事が知ら

れている2)～ 8)。 われわれは,先に,近交系家兎を用いて,

リポ多糖体により,ぶ どう膜炎が誘発される事を報告
し,それには,水晶体蛋自の中のαタリスタリンに対
する抗体とリポ多糖体の交叉反応性が起因するのでは

ないかと示唆した。)。

今回, リポ多糖体と水晶体の関係について,水晶体
組織と,抗 リポ多糖体抗体との交叉反応性について,
蛍光抗体法を用いて検討を加えたので報告する。

II方  法
1.切片

屠殺直後,取 り出した家兎水晶体を,マ ウン ト剤
(TiSSue‐ Tek II O.C.T compound)に -20°Cで凍結包

埋した.次に,凍結切片は,Cryostat(Tissue‐ Tek II,

Miles)に て6μ に作成した。切片の一部は, 自然乾燥
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後,ホルマ リン固定し,HE染色を行い観察した。残 り
の切片は,蛍光抗体法で観察した.
2.抗 リポ多糖体血清

チフス菌の Lipopolysaccharide 0901(DifcO,USA)

を,生理食塩水で10μg/mlの濃度とし,そ のlccを ,耳

静脈に静脈注射して,感作した家兎の血清で,Widal

反応にて,× 640の抗体価のあるものを用いた。

3.抗水晶体蛋白血清

家兎の新鮮な水晶体を蒸留水を加え,テ フロン・ホ

モゲナイザーでホモグナイズし,そ の後,4℃ で20,000

rpmで 30分間遠心し,その上清を水晶体可溶性蛋自分

画とした。この溶液と, この溶液を,DEAEセルロー
スクロマ トグラフィーとセフアデックス G‐200で 分画

して得た αクリスタリン分画を用いた.

水晶体蛋自溶液 (10mg/ml)を mlと 完全フロイント

アジュバン トを混合したものを筋肉注射して感作し

た。この感作した家兎の血清で,受身赤血球凝集反応

にて,× 1024抗水晶体蛋自抗体価と抗 αクリスタリン

抗体価のあるものを用いた
1。 )。

4.蛍光抗体法

凍結切片に,第一抗体 として, リン酸バ ッファー

(pH7,0.01M)で 10倍に希釈 した抗 リポ多糖体血清 ,

抗水晶体蛋白血清,対照の血清をのせ,4℃ にて,2時
間反応させた.次に, リン酸バッファーで洗浄し,そ

の後,第二抗体として, リン酸バッファーで80倍 に希

釈した FITC標識ブタ抗 ウサギ免疫グロブリン (Da‐

kopatts,Denmark)を のせ,4℃ にて,30分反応させ ,

リン酸バ ッファーで洗浄後,余分の水分をとって,90%

グリセ リンを切片に滴下 し,cover glassを のせ ,

Nikon蛍 光顕微鏡で観察した。

III 結  果

水晶体切片の HE染色では,水晶体前嚢下皮質部
は,図 1に示す様に,規則的な六角形の構造をしめし

た。

蛍光抗体法で反応させた切片を観察してみると,第
一抗体として,抗 リポ多糖体血清を用いた切片と,抗

水晶体蛋白血清を用いた切片とでは,図 2,図 3に示

す様に,規則的な六角形の水晶体細胞膜の構造に一致
した蛍光が認められた。一方,対象として,正常家兎
の血清を用いた切片とでは,図 4に示す様な,水晶体

全体にびまん性の蛍光が認められるのみで,水晶体の

構造には,一致しなかった。

日眼会誌 93巻  5号

図 1 水晶体切片のHE染色.× 400
水晶体前嚢下皮質部は,規則的な六角形の構造をしめ
す。

図 3 第一抗体として,抗水品体蛋白血清を用いた切
片の蛍光抗体法.× 400

規則的な六角形の細胞膜の構造に一致した蛍光が認

められる.
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図 2 第一抗体として,抗 リポ多糖体血清を用いた切
片の蛍光抗体法.× 400

規則的な六角形の細胞膜の構造に一致した蛍光が認

められる.
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全身疾患で, リウマチ熱の場合,A群連鎖球菌の感
染により発症し,心筋炎を併発する。この患者の末槍
血液中には,心筋組織に対する自己抗体が存在し,そ
の自己抗体は,連鎖球菌の細胞壁や細胞膜と,交叉反
応する12).リ ポ多糖体と,臨床疾患についても,古 くか

ら論じられている。Reiter症 侯群では,グ ラム陰性菌
である赤痢菌によ りぶ どう膜炎が誘発 される

13).

Behcet病 の場合,連鎖球菌との関連が報告されてい

る“
)。 しかし,Behcet病では Lysozymeの 血中濃度
が,高値を示し, この Lysozymeは , リポ多糖体によ

り放出される15).こ れらの事より,Behcet病 の場合,
腸管の病巣より,大腸菌等のグラム陰性梓菌の内毒素,

つまリリポ多糖体が,血中に入り,水晶体組織との反
応を介し,ぶ どう膜炎を誘発しているのかも知れない.

グラム陰性梓菌の感染や,抗 αクリスタリン抗体と

リポ多糖体の交叉反応性,抗 リポ多糖体抗体と水晶体
組織の交叉反応性が,BehCet病 を含む,一部のぶどう

膜炎の発症や再発の原因になっているのではないか

と,考えた。

今後,さ らに検討を加えていく予定である。
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図4 第一抗体として,正常家兎の血清を用いた切片
の蛍光抗体法.× 400

水晶体全体に,びまん性の蛍光が認められるのみで,

水晶体の構造には,一致しない.

IV 考  按

蛍光抗体法を用いて,水晶体組織と,抗 リポ多糖体
抗体との交叉反応性について,検討した.正常家兎の
血清を用いた切片では, びまん性の蛍光が認められる

のみで,水晶体の構造には,一致しなかったが,抗 リ
ポ多糖体血清と,抗水晶体蛋白血清を用いた切片とで
は,同様に,規則的な六角形の構造に一致した蛍光が

認められた。

眼科的に,古 くから,細菌の毒素が,ぶ どう膜に反
応する事が,注 目されている2)～8).われわれも先に,近

交系家兎を用い, リポ多糖体を感作する事により誘発

されたぶどう膜炎について,その発症機序について検

討した。その中で,RadiObinding inhibitiOn testょ り,

抗 αクリスタリン抗体 とリポ多糖体が交叉反応する

事を示した9).

今回は,逆に,抗 リポ多糖体抗体と水晶体組織が,
交叉反応するか,蛍光抗体法を用いて,検討した。抗
リポ多糖体血清は,抗水晶体蛋白血清と同様に,水晶
体組織 と特異的に反応した。一方,対照として,正常
家兎の血清では,特異的に,水晶体組織と反応しなかっ

た. これらの事より,水晶体蛋白とリポ多糖体は,そ
の抗原 として認識される部分の構造が,非常に似か
よっているのではないかと考えた。

臨床的にみても,先に報告したように,抗 リポ多糖
体抗体の出現頻度が,ぶ どう膜炎患者で,対照健康人
と比べ,有意に高かった。また,患者の血清の抗 リポ

多糖体抗体価と抗水晶体蛋白抗体価は,正の相関を示
した口).
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